





























八 木 生 剛
§ Ⅰntroduction
(RE)Rh4B4は, 磁性超伝導体として有名であり,その結晶構造も単純正方晶 (PT相 ),
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飯 田 潤 二
LuFe202は,RFe204(R:希土類 )の一族で,結晶構造はFig.1に示すとお り各原子
が三角格子をっくり,それが C軸方向に積みあがった層状構造をもつ ｡
磁性を担うのR.Feイオンの三角格子が蜂の巣状に上下に二枚重ったW層 (Fig.1)であ
る｡著 しい熱残留磁化を示すがこれは,W層内に自発磁化をもっクラスターの存在を示唆して
いる.W層間にはLuイオンと0イオンから成るU層が存在する｡ そのため極めて二次元性
の強い構造となり,この事は電気伝導及び中性子回折の結果から示された.Feイオンは,C
軸に強い異方性をもち,Fe-Fe間の相互作用が反強磁性であるため,レ1わゆるフラス トレー
トした系となっている｡
Lu2Fe307も類似の構造をとるが,IJuFe20｡との違いはFe3+ から構成されたⅤ層を含
む事にある(Fig.1). しかし今回はLuFe2､04について特に興味深い現象をみいだしたので
それを中心に述べることとし, Lu2Fe307についての研究結果は省略するo
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